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“Good Words for the Young” について
髙 橋 摩 利 子
はじめに
　19 世紀イギリスのヴィクトリア朝（1837-1901）時代において、大人向けの
定期刊行物 ”Good Words”（1860-1906）の子ども向けとして ”Good Words for 
the Young”（1868-1877）が登場した。本雑誌は、「宗教的」および「非宗教的」
なものの融合を試みた雑誌であった。また、児童文学の黄金時代を築いた作家
の一人であるジョージ・マクドナルド 1（George MacDonald, 1824-1905）も寄
稿者であり、編集者としても携わっていた時期があった。作品には、マクドナ
ルドのファンタジー小説で有名な『北風のうしろの国』（At the Back of the 
North Wind, 1871）、『お姫さまとゴブリンの物語』（The Princess and the 








　本稿では、雑誌名のGood Words for the Young は英語表記のままとする。
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第 1 章 　子ども向けの定期刊行物 ”Good Words for the 
Young” とは
　本章では、Good Words for the Young がどのような成り立ちで創刊された
のかについて、また本雑誌の概要について述べるものとする。
　児童雑誌が登場したのは、ジョン・ニューベリー出版の The Liliputian 
Magazine （『リリパット・マガジン』） （1751）が最初であった。
　19 世紀前半になると、｢日曜学校による雑誌が中心で、The Child’s Friend
（『チャイルズ・フレンド』）(1826-60) をはじめ、宗教団体は競って、子どもの
雑誌の発行をはじめた。｣ 
　19 世紀半ばには、週刊誌のBoys of England（『ボーイズ・オブ・イングラ
ンド』）（1866-1906）やThe Boy’s Own Magazine（『ボーイズ・オウン・マガ
ジン』）（1855-74）が登場し、宗教色を出さない工夫をした宗教団体のものもあっ
た。この時期に、Good Words for the Young は創刊されたのであろう。他の
雑誌は、少年向けまたは少女向けとして発行されている中、Good Words for 
the Young は、少年少女向けの読み物として登場した。
　19 世紀後半に創刊された非常に人気が高く代表的な雑誌は、The Boy’s 
Own Paper（『ボーイズ・オウン・ペーパー』）（1879-1967）であった。宗教叢




The Girl’s Own Paper（『ガールズ・オウン・ペーパー』）（1880-1908）も創刊
されたが、｢従順さと料理や裁縫をすすめる編集方針は、子ども向きとは言い
がたく、少年版ほどの人気を得ることはできなかった。｣
　 少 女 向 き の 読 み 物 に は、The Monthly Packet of Evening Readings for 
Younger members of the English Church （『マンスリー・パケット』）（1851-93）
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やギャティ夫人（Margaret Gatty） 編集による児童書の書評欄を設けたAunt 
Judy’s Magazine  （『アント・ジュディズ・マガジン』） （1866-85）などがあった。
ルイス・キャロルもその雑誌の寄稿者の一人であった。（『英米児童文学』103，
104，105）
1．大人向けの定期刊行物 “Good Words” との関わり
　Good Words for the Young について述べる前に、まず母体である Good 
Words （1860-1906）について少し触れたい。本雑誌の信念により子ども向け
のGood Words for the Young の創刊に繋がったのである。
　 大 人 向 け の 月 刊 誌 Good Words （1860-1906） は、1860 年 に Alexander 
Strahan and Co., Magazine Publishers（ストラハン）によって創刊され、穏
健な福音主義の第一人者であるノーマン・マクラウド 2（Norman Macleod, 
1812-1872）が編集者として携わっていた。非常に成功した雑誌の一つである
と位置づけられている。また「Good Words の重要な点は、宗教的および非宗
教的な市場を組み合わせようと試みたことである。」（the greater importance 
of Good Words lies in the attempts that it made to cross the religious and 
secular markets.） （Knight 300）
　しかし、パトリシア・スレバニック（Patricia Srebrnik）とマーク・ターナー






まれていた（Knight 300-301）。上記のような状況から、Good Words と同様に、
ストラハンは編集者のマクラウドとともに、1868 年 11 月に、定期刊行物の範
囲をさらに拡大しようし、子ども向けのGood Words for the Young を創刊した。
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2．Good Words for the Young のタイトル名の変遷
　前節で述べたように、Good Words が大人向けの定期刊行物であるのに対し、
Good Words for the Young は子ども向けに 1868 年 11 月に創刊され、出版社は、
Good Words と同じストラハンであり、初代編集長はマクラウドであった。そ
の後、本雑誌は、1869 年 11 月にジョージ・マクドナルドが編集者として引き
継いだ。マクドナルドの編集者としての期間はわずか 3 年であったが、雑誌自
体は、タイトルを変えながら 1877 年まで続いた。
　【表 1】は、雑誌のタイトルを記したものである。最初のタイトルは 1872 年
11 月で終わり、1872 年 12 月からGood Things for the Young が始まった。
【表 1】全巻のタイトル
期間：1868 年 11 月 1 日-1877 年 12 月 1 日（約 9 年間）
年 タイトル
1868-1872 Good Words for the Young
1872-1873 Good Things for the Young for all ages
1874
A FEAST OF GOOD THINGS （FOR THE YOUNG OF 
ALL AGES Stories, Tales, Travels, Fables, Adventures, 
Natural Histories, Boys Lives, Girls Lives, Poems, 
Puzzles with over 150 pictures）
1875 Good Things：The Picturesque Annual
1876 GOOD THINGS: A Picturesque Magazine for Boys and Girls （The English Boy's and Girl's Magazine）















アイスクリーム 1 カップ 1 ペニー （メイヒュー 110）




チーズ 8 ペンス （角山、川北 68）
紅茶またはコーヒー 6 ～ 7 ペンス （角山、川北 68）
4．寄稿者と挿絵画家
　Good Words for the Young における寄稿者には、以下の作家などが挙げら
れる。チャールズ・キングズリー（Charles Kingsley, 1819-1875）、ヘンリー・
キングズリー（Henry Kingsley, 1830-0876）、ダイナ・マリア・モレク・クレ
イク（Dinah Maria Muloch Craik, 1826-1887）、ウィリアム・ブライティ・ラ
ン ズ（William Brighty Rands, 1823-1882）、 ジ ー ン・ イ ン ジ ェ ロ ー（Jean 




フランシス・アーサー・フレーザー（Francis Arthur Fraser, 1846-1924）、アー
（20）117
ネ ス ト・ グ リ セ ッ ト（Ernest Griset, 1843-1907）、 W.S. ギ ル バ ー ト（W. S. 
Gilbert, 1836-1911）、アーサー・ボイド・ホートン（Arthur Boyd Houghton, 
1836-1875）、エドワード・ダルジール（Edward Dalziel, 1817-1905）、トーマス・













































George MacDonald, Editor’s Greeting （1870）
After what my honoured friend, the ex-Editor of Good Words for 
the Young, so kindly wrote in the last Number, little is required of 
me beyond greeting my old friends in my new capacity.  I promise 
to try to please them.  I think it is the duty of everyone to lease 
everyone else, where nothing wrong is involved.  But I should not 
think it worth while to make it my business to lease, except for the 
hope of being of service.  I want to keep the Magazine up to its 
good title; and I shall be often turning over in my mind how to give 
variety and worth to its contents.  Dr. Macleod has left me such a 
good staff of helping friends, that I start with ease.  To resume his 
simile, he has handed me the tipper-ropes with a fair wind filling 
the sails, and an able crew, every man fit to be captain himself, 
crowding the deck; so that I may trust well to bring the yacht Good 
Words for the Young into the port of Good Hearing in safety every 
month.
 ―George MacDonald










　【図 2】は、1869 年と 1870 年時の雑誌の表紙を示す。左側は、マクラウドが
編集者の時の表紙である。花が表紙を囲んでおり、上にはウィリアム・ワーズ
ワース（William Wordsworth, 1770-1850）の詩「虹」（“The Rainbow”, 1802）















左：1869 年 1 月 Norman Macleod 　右：1870 年 1 月 George MacDonald
　　　
【図 3】Annual 版の表紙
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2．マクドナルドの寄稿作品















1868 年 11 月 -1870 年 10 月 AT THE BACK OF THE NORTH WIND
『北風のうしろの国』
1869 月 11 月 -1870 月 10 月 RANALD BANNERMAN'S BOYHOOD
『ラナルド・バナーマンの少年時代』
1869 年 12 月 -1870 年 2 月
WILLIE'S QUESTION
1870 年 10 月
1870 年 11 月 -1871 年 6 月 THE PRINCESS AND THE GOBLIN
『お姫さまとゴブリンの物語』
1871 年 11 月 -12 月 THE SNOW-FIGHT
1871 年 12 月 THE WIND AND THE MOON
1872 年 1 月 -1872 年 9 月 THE HISTORY OF GUTTA-PERCHA WILLIE『グッタ・ペルカ・ウィリーの物語』
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1872 年 2 月 THE FOOLISH HAREBELL
1874 年 1 月 -2 月，6 月 COTTAGE SONGS FOR COTTAGE CHILDREN
1876 年 4 月 THREE PAIRS AND ONE
1876 年 8 月 WHAT THE OWL KNOWS
1876 年 9 月 THE SEA-SHELL
1876 年 11 月 THE WATERS ARE RISING AND FLOWING
1876 年 12 月 MORNING HYMN
























　Oxford Dictionary of National Biography. http://www.oxforddnb.com
2．ノーマン・マクラウド : スコットランドのキャンベルタウン出身。スコットランド国教会
（Church of Scotland）の聖職者。ジャーナリスト。
　1847 年に福音同盟（The Evangelical Alliance）の創設者の一人。
　Oxford Dictionary of National Biography. http://www.oxforddnb.com
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